
会　長

幹　事

穐　田　英一郎
宿　利　美　穂

例会日／毎週月曜日 12:30〜

例会場／トキハ会館 4F

TEL 097-532-0611

FAX 097-532-8386

Email：oita1985rc@mist.ocn.ne.jp

ホームページ：www.oita1985rc.jp

祝40周年、歩みに感謝
そして広がれ友情の輪
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■　本日のプログラム（6月16日）
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「 我 等 の 生 業 」

今年度総括

会長の時間 （6月16日）

　次週は最終夜の例会ですので、会長の時間は実質今回が最後です｡
　会長として奉仕計画書に掲載した総括をさせていただきます｡

（計画）
１．40周年記念式典および記念祝賀会の開催
　まず、クラブ創立40周年を祝うための記念イベントを開催しま
す。式典、祝賀会、記念事業などを計画し、過去の功績を振り返る
とともに、未来への希望を語り合う場とします。また、地域社会や
他のロータリークラブの方々も招待し、広くロータリーの精神を共
有する機会とします。
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（結果）
　このために２回目の会長を引き受けましたので大成功です。
　200名以上のご臨席と、ほぼすべてのガバナー関係のご来賓をお
迎えでき、また木村実行委員長発案のＲＩ会長祝辞まで披露でき
ました。今でも地区に出ると良かったと話題になります｡

（計画）
２．メンバー間の親睦活動の強化
　今年度は、特にメンバー間の親睦を深めることに力を入れます。
久しぶりの花火例会や、日帰りバス旅行、家族も参加できるクリス
マス例会を通じて、メンバー同士の絆を強めます｡（省略）
（結果）
　花火大会の席が有料化となり雨天も重なり不発。日帰りバス旅
行は日程が組めず不発。クリスマス例会では親睦が図れました。

（計画）
３．歴史と伝統の継承
　40年の歴史を振り返り、その中で培われた伝統と価値観を次世代
に継承する活動を行います。過去の会長や長年にわたり貢献してき
たメンバーのインタビューを通じて、クラブの歩みを記録し、ドキュメ
ンタリー映像の制作を計画します｡(以下省略)
（結果）
　周年に合わせて計画したが不発。インタビュー、今からでも間に
合いますよ（笑）

（計画）
４．地域社会との連携強化
　地域社会との連携を一層強化し、共に成長することを目指しま
す。ロータリー補助金プロジェクトでの地域社会への支援を通じ
て、自身とは異なる行動・考え方・身体的感覚的特徴の違いを受け
入れる寛容な心で若者の未来を一緒に考え、絆をさらに強固なも
のとします。
（結果）
　宇佐市でのいちご狩りと宇佐神宮参詣の地区補助金プロジェク
トは子どもたちの笑顔と解放感を見ることができ大成功。
　桜の記念植樹では地域に当クラブの新しいシンボルができまし
たので大成功。

（計画）
５． 国際交流の促進
　当クラブが持つ資源として海外姉妹クラブが挙げられます。国際
ロータリークラブとの交流を通じて、異文化理解と国際親善を促進
します。当クラブ創立40周年を契機として、お互いのクラブの若手
メンバーが繋がりました｡(以下省略)
（結果）
　韓国姉妹クラブの若手メンバーと当クラブの若手メンバーの交流
が続いていますので大成功。

（計画）
６．次世代リーダーの育成
　メンバーの皆様には、急速に変化する社会の中で、当クラブの先
輩方が守ってこられた「友愛と規律」のモットーを基軸とし、柔軟

性と創造性を持ち、変革を恐れずに受け入れ、多くの仲間を巻き込
んで共に成長していくことを求めます｡（中略)　また、次年度地区
への出向を今の10％から20％へと増やすよう努めます。
（結果）
　地区への出向が今年度３名会員総数の11％から次年度は８名会
員総数の29％となり大成功。

　これらは皆様お一人お一人の力の賜物です。皆様と一緒だった
ら多少のことはできそうな気がしています。次の50周年に向けて新
たなチャレンジをしてみませんか。
　皆様に心から感謝して会長の時間を終わります。
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・国際ロータリー2720　2025～2026年度RLIスケジュール
　のお知らせ
　「RLIパートⅠ」会場　コンパルホール
　１日目　2025年9月27日(土）13:00～17:00
　２日目　2025年9月28日(日） 9:00～12:00
　「RLIパートⅡ」会場　熊本市民会館会議室
　１日目のみ　2025年11月8日(土）9:00～17:00
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（6月9日）クラブ健康チェック・会員満足度アンケート卓話の時間
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　6/16の例会を欠席します。6/23は、とっておきの日本酒をお持ちします。楽しみにしていて下さい。
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